
山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
二
十
五
号
　
　
令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

四
六
三

山
梨
県
公
報

第
五
百
二
十
五
号

令
和
六
年

十
二
月
十
二
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
山
梨
県
県
税
条
例
に
基
づ
く
寄
附
金
税
額
控
除
対
象
法
人
の
指
定
の
一
部
改
正	

四
六
三

○
保
安
林
の
指
定
の
予
定
（
二
件
）	

四
六
三

○
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
）	

四
六
四

○
道
路
の
区
域
変
更	

四
六
四

公

告

○
峡
東
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧	

四
六
四

○
甲
府
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧	

四
六
五

人
事
委
員
会

○
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

四
六
五

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号

山
梨
県
県
税
条
例
に
基
づ
く
寄
附
金
税
額
控
除
対
象
法
人
の
指
定
（
平
成
二
十
三
年
山
梨
県
告
示
第

五
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一
の
表
三
百
三
十
四
の
項
中
「
甲
府
市
飯
田
三
丁
目
三
番
二
八
号
」
を
「
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
一
五

番
三
五
号
」
に
改
め
、
同
表
三
百
四
十
二
の
項
中
「
公
益
財
団
法
人
南
ア
ル
プ
ス
市
体
育
協
会
」
を

「
公
益
財
団
法
人
南
ア
ル
プ
ス
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
に
改
め
、
同
表
四
百
五
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。四

百
五

削
除

一
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

山
梨
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

北
都
留
郡
小
菅
村
字
獅
子
倉
六
一
八
一
・
六
一
八
七
の
二
・
六
二
〇
三

（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
獅
子
倉
六
一
八
七
の
三
、
六
一
九
一

の
一
、
六
一
九
一
の
七

二　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

1　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　

字
獅
子
倉
六
一
九
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

2　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

3　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

4　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁

及
び
小
菅
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
梨
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

上
野
原
市
秋
山
字
南
仏
六
九
八
六
、
六
九
八
八

二　

指
定
の
目
的　

水
源
の
涵か
ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

四
百
三
十
一
令
和
六
年
十
一

月
二
十
九
日

公
益
財
団
法
人
山
日
Y

B
S
グ
ル
ー
プ
野
口
奨

学
財
団

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番
一
〇
号

四
百
三
十
一
令
和
六
年
十
一

月
二
十
九
日

公
益
財
団
法
人
山
日
Y

B
S
グ
ル
ー
プ
野
口
奨

学
財
団

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番
一
〇
号



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
二
十
五
号
　
　
令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

四
六
四

山
梨
県
告
示
第
二
百
七
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
七
年
一
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路
線
名　

甲
府
昇
仙
峡
線

三　

道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
斐
市
吉
沢
字
上
組
平
三
八
五
八
番
一
地
先
か
ら

甲
斐
市
吉
沢
字
上
組
平
三
八
五
八
番
一
地
先
ま
で
旧

一
一
・
四
～

　
　
　

二
五
・
五

二
・
八

新

二
一
・
〇
～

　
　
　

二
五
・
五

二
・
八

公　
　
　

告

◉　

峡
東
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

1　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

2　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

3　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
上
野
原
市
役
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
梨
県
告
示
第
二
百
七
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
七
年
一
月
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

甲
府
昇
仙
峡
線

甲
府
市
平
瀬
町
字
目
黒
三
一
九

九
番
四
地
先
か
ら

甲
府
市
平
瀬
町
字
目
黒
三
一
九

五
番
四
地
先
ま
で

七
〇
・
〇

令
和
六
年
十

二
月
十
六
日

山
梨
県
告
示
第
二
百
七
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
七
年
一
月
六
日
ま
で
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

梁
川
猿
橋
線

大
月
市
猿
橋
町
藤
崎
字
山
岸
一
六
九

一
番
一
地
先
か
ら

大
月
市
猿
橋
町
藤
崎
字
岡
ノ
原
一
〇

二
三
番
一
地
先
ま
で

六
一
一
・
八

令
和
六
年
十

二
月
二
十
五

日

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

梁
川
猿
橋
線

大
月
市
猿
橋
町
藤
崎
字
山
岸
一
六
九

一
番
一
地
先
か
ら

大
月
市
猿
橋
町
藤
崎
字
岡
ノ
原
一
〇

二
三
番
一
地
先
ま
で

六
一
一
・
八

令
和
六
年
十

二
月
二
十
五

日



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
二
十
五
号
　
　
令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

四
六
五

委　

員　

長　
　

中　
　

島　
　

琢　
　

雄

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
種
類
及
び
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

3　

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
採
用
試
験
は
、
人
事
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
試
験
職
種
に
区
分
し
て
行

う
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
採
用
試
験
の
方
法
）

第
五
条
　
採
用
試
験
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
二
以
上
を
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一　

筆
記
試
験

二　

適
性
検
査

三　

面
接
試
験

四　

口
述
試
験

五　

経
歴
評
定

六　

身
体
検
査

七　

実
地
試
験

八　

実
技
試
験

九　

そ
の
他
採
用
試
験
に
係
る
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
職
に
係
る
標
準
職
務
遂
行

能
力
及
び
当
該
職
に
つ
い
て
の
適
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

第
七
条
中
「
別
表
第
四
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
」
を
「
試
験
の
区
分
及
び
試
験
職
種
に
応
じ
、
年

齢
、
学
歴
、
経
歴
、
免
許
等
に
つ
い
て
、
採
用
試
験
を
行
う
都
度
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
」
に
改

め
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
十
二
条
中
「
に
採
用
す
る
場
合
は
、
採
用
の
た
め
の
選
考
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を

「
へ
の
採
用
は
、
選
考
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二　

削
除

別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
四　

削
除

別
表
第
六
の
一
の
表
医
師
の
業
務
を
行
う
職
の
項
及
び
歯
科
医
師
の
業
務
を
行
う
職
の
項
中
「
業
務

を
行
う
職
の
」
を
削
り
、
同
表
看
護
師
の
業
務
を
行
う
職
の
項
中
「
業
務
を
行
う
職
の
」
を
削
り
、
同

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

変
更
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更

案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

都
市
計
画
の
種
類　

峡
東
都
市
計
画
道
路
（
三
・
五
・
三
号　

塩
山
駅
千
野
線
）

二　

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域　

縦
覧
に
供
す
る
図
書
に
明
示
す
る
部
分

三　

縦
覧
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　

山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

甲
州
市
塩
山
上
塩
後
千
二
百
三
十
九
番
地
一　

峡
東
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・
建
築
課

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
千
八
十
五
番
地
一　

甲
州
市
建
設
課

四　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
六
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で

◉　

甲
府
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を

変
更
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更

案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

都
市
計
画
の
種
類　

甲
府
都
市
計
画
道
路
（
三
・
四
・
三
十
三
号　

大
手
二
丁
目
浅
原
橋
線
）

二　

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域　

縦
覧
に
供
す
る
図
書
に
明
示
す
る
部
分

三　

縦
覧
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　

山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

甲
府
市
貢
川
二
丁
目
一
番
八
号　

中
北
建
設
事
務
所
都
市
整
備
課

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
十
八
番
一
号　

甲
府
市
ま
ち
づ
く
り
部
都
市
計
画
課

四　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
六
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

歯
科
衛
生
士
の
業
務
を
行
う
職

歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
に
よ
る

歯
科
衛
生
士
の
免
許



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
二
十
五
号
　
　
令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

四
六
六

別
表
第
六
の
一
の
表
獣
医
師
の
業
務
を
行
う
職
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

臨
床
検
査
技
師
の
業
務
を
行
う

職

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七

十
六
号
）
に
よ
る
臨
床
検
査
技
師
の
免
許

薬
剤
師
の
業
務
を
行
う
職

薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
に
よ
る
薬

剤
師
の
免
許

理
学
療
法
士
の
業
務
を
行
う
職

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
三

十
七
号
）
に
よ
る
理
学
療
法
士
の
免
許

作
業
療
法
士
の
業
務
を
行
う
職

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
に
よ
る
作
業
療
法
士
の
免
許

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

歯
科
衛
生
士
の
業
務
を
行
う
職

歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
に
よ
る

歯
科
衛
生
士
の
免
許


